
単 位 数 2 科 3 年

① ② ③

◎ － －

○ ◎ ◎

◎ ○ ◎

○　次の四つの観点に基づき、学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまと
まり）ごとに下の評価規準により評価を行い、学年末に５段階の評定に総括します。

④

－

◎

◎

○　作品製作時は、私語をせず、個人のペースで努力をして、期日に向かって取り組
ん
　　でください。
○　欠席したり、その時間内にできなかった場合は、放課後残るなどして期日を守
り、
　　次の時間までに遅れを取り戻し、みんなといっしょに次の段階へ進みましょう。
○　被服室の使用方法については、使用した物は収納場所へ片づける。飲食物を持ち
込
　　まない。落書きをしない。机に傷をつけない。など、心がけることがたくさんあ
り
    ます。
○　実習が多い科目です。意欲的に取り組み、正確に把握・取得することを心がけて
ください。

履 修 上
の 注 意

科 目 名

使用教科書

学 習 目 標

学 習 評 価

○　学習の過程で自己評価を実施しますので、自らの学習状況をチェックし、目標到
達に努めましょう。

副 教 材 等

①関心・意欲・態度

②思考・判断・表現

③技能

④知識・理解

ワークシート

自己評価の実施

課題ごとに提出

製作途中、終了後に提出

服飾手芸

　服飾手芸では、ファッションデザインのための素材づくりに必要な手芸に関する知
識と技術を身につけます。そして身につけた知識と技術によって創造的に製作し、服
飾に活用する能力と実践的な態度を育てます。

学科･学年 生活総合単位

はじめての「ぬう」と「あむ」
裁縫の基本と楽しむ手芸いろいろ

（主婦の友社）

　手芸製作や手芸材料について関心を持ち、ファッション
デザインのための素材づくりに意欲的に活用する能力を身
につけているかをみます。

　手芸についての専門的な知識と技術を活用して創意工夫
する能力を身につけているかをみます。

　手芸についての専門的な知識と技術を効果的にファッ
ションデザインのための素材づくりに取り入れることがで
きたかどうかをみます。

　手芸製作や手芸材料について専門的な知識と技術が身に
ついているかをみます。

学習状況観察

評価方法＼観点

製作作品

※表中の◎は観点の中でより重視するところです。



学
期

月
時
数

4 1 ○ ○
5

○
5 14

6 10 ○

7 4 ○

9 ○ ○
　　　　 　あみ方図の見方

16

○

10

11 14 ○ ○
　　　　 　あみ方図の見方

12

1 6
３
学
期

棒針あみを使って製
作するための基礎を
学びます。

基本が理解できるよ
うになれば、初心者
にもできるマフラー
や帽子などを作って
みます。

　　　④　ミシンぬい
　　　　　　ミシンぬい

ミシンの使い方、ま
つりぬいや奥まつ
り、ボタンやスナッ
プのつけ方を改めて
理解することによっ
て、家庭科被服製作
技術検定２級、１級
受検に対応できるよ
うにします。

（自己評価）
（学習状況観察）
（ワークシート）
（製作作品）

（自己評価）
（学習状況観察）
（ワークシート）
（製作作品）

（自己評価）
（学習状況観察）
（ワークシート）
（製作作品）

２
学
期

　　　⑤　かぎ針あみ

様々な素材を使用す
ることで手芸の奥深
さを理解し、創意工
夫する能力や生活に
取り入れることがで
きるようにします。

　　　 　　あみ目記号とあみ方

　　　⑥　棒針あみ

かぎ針あみを使って
製作するための基礎
を学びます。

基本が理解できるよ
うになれば、初心者
にもできる小物を
作ってみます。

　　　 　　あみ目記号とあみ方

　　　　　　ボタン・スナップ・ファスナーつけ

　　　　　　

　　　③　刺し子 型紙や図案を写し取
る方法を学びます。
刺し子糸針や刺し子
糸の扱い方を学びま
す

手ぬいの基本を通し
て、針や糸の種類、
並縫い、玉結び・玉
止め、刺しゅう針や
糸の扱い方を学びま
す。

刺しゅうや刺し子を
用いて小物を作って
みます。

導入「服飾手芸」について
　　　①　手ぬい
　　　　　　てぬいの基本
　　　　　　型紙と図案の写し方

　　　②　刺しゅう

「服飾手芸」にはど
のようなものがある
かを知り、学習する
内容を理解します。

学 習 内 容 学 習 の ね ら い 学習活動（評価方法）

1
学
期


	3-服飾手芸

